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いまが一番暑いさかりです

暑いからといって昼間。うち

にできる仕事を、涼しくなる

夜間に持ちこめば、しぜん寝

不足はまぬがれず、したがっ

て朝寝坊をきめこむといった

悪じゅんかんをくり返すこと

になるわけです。このへんで

生活のリズムを整え直したり

思い切って変えてみるのも方

法です。たとえば、むかしか

ら 「朝ツユをふむ」ことは健

康の妙薬のように云われてい

ますが、朝早く、起きぬけに

庭先をハダシで歩いてみるの

もー案です。

子どもたちの夏休みは、か

らだをきたえ、丈夫にするの

が目的ですから、何よりも規

則正しい生活を送らせるよう

にしてください。
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ご
相
談

身
近
か
なは
推
進
員
J¥、

地
域
に
お
け
る
社
会
教
育
活
動
を
盛
ん
に
す
る
た
め
、

今
年
か
ら
社
会
教
育
推
進
員
の
制
度
が
発
足
し
、
次
の
万

を
委
嘱
し
ま
し
た
。

社
会
教
育
に
関
す
る
ご
相
談
は
身
近
に
お
ら
れ
る
推
進
員

に
お
願
い
し
ま
す
.

ム
地
区
推
進
員

三
浦
、
原

正

夫

(祝
崎
郷
)

鈴
田、

鈴
田
恒
雄

(陰
平
郷
)

本
庁
、
田
崎
喜
久
郎
〔
荒
平
)

西
大
村
中
村
伊
佐
市
戸
中
諏
訪
)

竹
松
、
徳
村
征
二
(
富
の
原
)

福
重
、
大
島
久
子
f

皆
同
郷
)

松
原
、
樋
上
忠

一
(
四
の
郷
)

萱
瀬
、
山
道
鶴
作

円宮
代
郷
)

ム
専
門
推
進
員

子
ど
も
会
、

上
野
諦
信

(中
里

郷
)
、
青
年
教
育
、
遠
岳
正
後
(平

小
川
郷
)
、
婦
人
教
育
、
'中
島
花

子

(杭
出
津
郷
)
、

部
落
公
民
館

酒
井
茂
(
池
田
郷
)、

勤
労
青
年

教
育
、
山
口
隆
男
(
水
田
郷
)
、

視
聴
覚
教
育
、
松
口
保
(
向
木
場

郷
)
文
佑
財
、
河
野
忠
博

(荒
瀬

郷
)

4ケ

長
崎
県
P
T
A
研
究
会

二

千

人

が

参

加

個
人
、
南
野
鹿
松
(
萱
瀬
中
P
」

福
田
守
男
(
大
村
小
P
)

団
体
.
玖
島
中
学
校
育
友
会

午
後
は
、
玖
島
中
学
校
、
園
芸

高
等
学
校
.
大
村
高
等
学
校
、
中

央
公
民
舘
に
お
い
て
、
六
つ
の
分

科
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
研
究
主
題
は

「
子
ど
も

た
ち
の
健
全
な
育
成
の
た
め
に
、

P
T
A
は
ど
の
よ
う
に
活
動
し
て

い
け
ば
よ
い
か
」
で
あ
っ
た
が
、

分
科
会
で
は
、
①
組
織
運
営
、

ε

第11回

家庭教育学級の六、穴式
一 討議の学習より

八
月
一

、
二
両
日
県
下
各
地
よ

り
多
数
の
参
加
者
を
え
て
、

盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
芳
一
日
目

は
午
前
十
時
よ
り
、
玖
島
中
学
校

体
育
館
に
お

い
て
、
開
会
式
が
聞

か
れ
、
挨
拶
、
祝
辞
の
あ
と、

永

年
P
T
A
の
発
展
に
貢
献
し
‘
功

績
の
あ
っ
た
二
十
五
人
の
個
人
と

優
秀
な
活
動
を
続
け
て
い
る
十
四

の
団
体
に
対
し
て
‘
表
彰
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た。

本
市
関
係
者
は
次
の
と
お
り
、

i、

8r月1日iPT A大会より室S

'" 

環
境
浄
化、

①
校
外
指
導
、
①
成

人
教
育
、
①
安
全
教
育

⑥
本
部

各
郡
市
提
出
議
題
、
な
ど
の

テ
i

マ
に
つ
い
て
.
そ
れ
ぞ
れ
研
究
発

表
の
あ
と
、
真
剣
な
討
議
が
か
わ

さ
れ
、
大
き
な
成
果
を
得
ま
し
た

分
ニ
ロ
目
の
全
体
会
で
は
、
「

P

T
A
活
動
に
対
す
る
私
の
提
言
」

を
テ
1
マ
に
、
小
松
長
大
教
授
‘

秋
場
放
送
局
長
、
阿
部
玖
島
中
学

校
長
‘
母
親
代
表
な
ど
に
よ
る
シ

ン
ポ
ジ

ュ
ウ
ム
が
行
な
わ
れ
た
あ

と
前
国
立
社
会
教
育
研
究
献
長
二

宮
徳
馬
氏
に
よ
っ
て
、
「
七

0
年

代
に
お
け
る

P
T
A
の
課
題

」
と

題
す
る
講
演
会
が
あ
り
、
P
T
A

の
本
質
に
ふ
れ
る
問
題
が
提
出
さ

れ
て
.
関
心
を
あ
つ
め
ま
し
た
。

最
後
に
、
教
育
環
境
の
改
善
と

P
T
A
活
動
の
発
展
に
関
す
る
宣

言
決
議
が
行
な
わ
れ
、
二
日
間
の

大
会
は
有
終
の
美
を
も
っ
て
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
.

N
H
K
 

ラ
ジ
オ
体
操
を

ナ
マ
放
送

①
八
月
十
八
日
へ
火
)
午
前
六
時

三
十
分
/
六
時
四
十
分

N
H
K
ラ
ジ
オ
ホ

一
放
送

①
場
所
玖
島
中
学
校
校
庭

雨
天
の
場
合
は
同
校
体
育
館

①
指
導
柳
川
英
磨

ピ
ア
ノ
大
久
保
三
郎

※
み
ん
な
こ
ぞ
っ
て
参
加
し
ま
し

ト
A
F
A
J

。

8月18日

、
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が

く

待
望
の
冷
暖
房
が
完
成

市
立
病
院
で
は
、
入
院
、
外
来

の
患
者
さ
ん
に
快
適
な
療
養
生
活

お
よ
び
外
来
診
療
が
で
き
る
よ
う

全
館
に
冷
暖
房
工
事
を
施
工
し
て

お
り
ま
す
が
、
八
月
三
日
か
ら
病

棟
関
係
の
試
験
冷
房
を
行
な
っ
て

お
り
患
者
さ
ん
か
ら
も
た
い
へ
ん

喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
.
八
月
十
二

日
頃
か
ら
は
全
館
冷
房
の
本
格
運

市政だより(3) 

市

立

病

院

転
に
は
い
る
予
定
で
す
。

冷
暖
房
は
チ
ラ
ユ
ニ
ッ
ト
方
式

で
総
工
事
費
は
約
三
千
七
百
万
円

を
か
け
て
施
設
さ
れ
た
も
の
で
、

各
病
室
等
に
設
備
さ
れ
た
フ
ア
ン

コ
イ
ル
か
ら
夏
期
は
冷
風
、
冬
期

は
温
風
が
送
気
さ
れ
る
仕
組
み
に

な
っ
て
お
り
ま
ず
。

市立病院に設置された冷房用冷凍機
~ 

道路にいろいろ物を置かないようにしましょう

道
路
を
広
く
美
し
く

l
八
月
は
道
路
を
守
る
月
間

l

八
月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
等
の
置
場
又
は
作
業
場
と
し
て
止

ま
で
『
道
路
を
守
る
月
間
』
と
し
む
を
得
ず
使
用
す
る
と
き
、
道
路

て
、
こ
の
運
動
が
全
国
一
斉
に
行
に
工
作
物
等
施
設
を
設
け
よ
う
と

な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
道
路
は
み
す
る
と
き
は
必
ず
道
路
管
理
者
の

ん
な
の
も
の
で
す
.
道
路
を
広
く
許
可
を
受
け
る
こ
と
。

そ
し
て
美
し
く
い
つ
も
安
心
し
て
道
路
に
土
砂
・
畑
等
の
雑
草
・

通
行
で
き
る
よ
う
お
た
が
い
に
心
ご
み
等
を
捨
て
な
い
こ
と
。

が
け
ま
し
ょ
う
.
そ
の
た
め
に
は

つ
ぎ
の
こ
と
は
必
ず
守
り
ま
し
ょ

歩
道
を
横
断
し
て
車
を
乗
り
入

れ
る
と
き
、
道
路
を
商
品

・
資
材

県交
道通
大大 制
雲村限
旨鹿
諸島
義線

ア
ヘ
一
司

U

R
レ
↑
日
は
い

/ 、

f 

学
校
前
朝
追
岳
橋
か
ら
大
村

市
田
下
郷
川
合
ま
で
の
間

禁
止
及
び
制
限
全
車
種
交
通

止
、
但
し
小
型
車
に
つ
い
て

は
、
迂
回
路

(巾
員
三
一
米
)

あ
り
、
パ
ス
に
つ
い
て
は
、

始
発
よ
り
午
前
八
時
三

O
分

ま
で
及
ひ
午
後
五
時
よ
り
終

発
ま
で
の
開
通
行
可

期

間

八

月

十
日
か
ら
八
月
三

十
一
日
ま
で

先
天
性
代
謝
障
害
の

検
尿
は
毎
月
第
一
、
第

三
の
木
曜
日

検
査
の
翌
日
は
、
育
児
指
導
を

行
な
い
ま
す
の
で
母
子
手
帳
を
持

っ
て
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
き
て
く

だ
さ
い
。
育
児
指
導
は
無
料
で
す

耳
鼻
咽
喉
科
で
は
、
児
童
、
生

徒
等
の
夏
休
み
期
間
中
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、
八
月
三
十
一
日
迄
は

長
崎
大
学
医
学
部
の
応
援
を
得
て

毎
日
診
療
(
日
曜
、
祭
日
を
除
く

)
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

市
立
病
院

没まに 8月15日
者こよ平
追とる和
悼を犠の
式捧牲礎
がげ者と
日るにな
本た対ら
武めしれ
道、、た

館全追
で国悼戦
実戦の争

全
国
戦
没
者
追
悼
式

-，.(.，"" 

施
さ
れ
ま
す
。

吾
々
国
民
は
趣
旨
を
よ
く
理
解

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
又
は
家
庭

に
お
い
て
、
半
旗
を
か
k

げ
、
正

午
に
は
一
分
間
黙
と
う
を
さ
さ
げ

寺
子
し
ょ
〉
つ
。

火
事
の
な
い
お
盆
を

一
、
墓
そ
う
じ
の
た
き
火
、
墓
参

り
の
線
香
、
ロ

l
ソ
ク
、
燈
寵
の

火
は
必
ず
消
し
て
帰
る
よ
う
に
い

た
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
花
火
、
爆
竹
な
ど
は
家
の
附

近
、
燃
え
易
い
も
の
の
あ
る
場
所

の
近
く
で
や
ら
な
い
よ
う
に
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

一
、
仏
だ
ん
の
ロ

l
ソ
ク
線
香
は

倒
れ
な
い
よ
う
に
、
外
出
、
お
や

す
み
の
時
は
必
ず
消
す
よ
う
に
い

た
し
ま
し
ょ
う
。
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第
十
五
団

長
崎
県
美
術
展
覧
会
開

催V
会
場
及
び
会
期

①
長
崎
県
立
美
術
博
物
館

昭
和
四
十
五
年
九
月
二
十
三
日

l
十
月
二
日
(
十
日
間
)

①
佐
世
保
市
玉
屋
デ
パ
ー
ト

昭
和
四
十
五
年
十
月
九
日
j
十

月
十
三
日

(五
日
間
)

'v出
品
規
定

①
出
品
作
品

日
本
画
、
南
画
(
墨
画
を
含
む
)

洋
画
、
彫
塑
、
工
芸
、
書
、

写
真
、
デ
ザ
イ
ン

③
出
品
資
格

県
内
居
住
者
で
、
満
十
六
才
以
上

の
も
の
。

①
作
品
点
数
及
び
制
限

各
部

一
人
三
点
以
内
、
自
作
未
発

表
の
も
の
-に
限
る
。

①
出
品
料

一
点
に
つ
き
、
五
百
円
、

申
し
込

み
搬
入
と
同
時
に
納
入
す
る
。
納

入
さ
れ
た
出
品
料
は
払
い
戻
し
し

な

L

。

V
出
品
申
し
込
み
と
搬
入

出
品
申
し
込
み
と
搬
入
は
、

同
時

と
す
る
。

市政だより
昭和33年4月22日第三種郵便物認可昭和45年 8月10日

③
期
日

昭
和
四
十
五
年
九
月
十
一
日
l
十

三
日
(
長
崎
)

昭
和
四
十
五
年
九
月
五
日
l
六
日

(
佐
世
保
)

①
場
所

長
崎
県
立
美
術
博
物
館
内
、
赤
十

五
回
県
展
事
務
局

佐
世
保
市
中
央
公
民
館

①
時
間

午
前
十
時
1
午
後
六
時
(
長
崎
)

午
前
九
時

1
午
後
五
時
(佐
世
保
)

く
わ
く
し
は
、
長
崎
県
立
美
術
博

物
館
内
、
県
展
事
務
局

(@
l六

七
0
0

・@
l
一
八
八
三
)
ま
た

は
、
佐
世
保
市
中
央
公
民
館
内
、

佐
世
保
市
社
会
教
育
課

(
③
i
一

一
一
一
)

へ

無
縁
墓
地
の
改
葬

マ
墳
墓
の
所
在
地
福
岡
県
筑
紫

郡
筑
紫
野
町
大
字
二
日
市
字
修

理
田
三
九
三
番
地

マ
改
葬
先
福
岡
県
筑
紫
郡
筑
紫

野
町
大
字
二
日
市
三
九
四
京
町

納
骨
堂

マ
改
葬
の
理
由
筑
紫
野
町
大
字

二
日
市
区
有
地
開
発
事
業
の
為

マ
届
出
期
日

昭

和

四
十
五
年
八

月
二
十
三
日

マ
届
出
先
福
岡
県
筑
紫
郡
筑
紫

野
町
大
字
二
日
市
七
五
三
ノ
一

筑
紫
野
町
役
場
財
政
課

マ
墳
墓
の
数
約
五
十
基

市
民
盆
お
ど
り

マ
一

、
日

時

八

月
十
九
日
午
後

七
時
マ一

、
場

所

伊

勢
町
中
央
遊
園

地
な
お
、
当
日
、
道
踊
り
を
午
後

六
時
半
、
駅
前
出
発
で
、
万
博
音

頭
に
合
せ
、

駅
通
り
、
本
町
を
通

っ
て
会
場
ま
で
、
総
勢
二
百
五
十

名
の
大
部
隊
で
行
な
わ
れ
ま
す
の

で、

皆
様
の
ご
声
援
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
.

大
村
部
隊

盆
お
ど
り
大
会

大
村
部
隊
で
は
次
の
と
お
り
盆

お
ど
り
と
音
楽
演
奏
を
行
な
い
ま

す
。
多
数
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

O
日
時

八

月
十
七
日
午
後
七
時

。
場
所

大
村
部
隊

。
種

目

歌

と
踊
り

国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
の
異
動
の
届
け
出
な

ど
に
つ
い
て
お
願
い

一
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
届
け

出
る
よ
う
に
世
帯
主
に
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
必
ず
十
四
日

以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

O
転
入
、
出
生
及
び
健
康
保
険
な

ど
を
や
め
て
大
村
市
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
と
な
る
と
き
。

O
大
村
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
で
あ
っ
た
人
が
転
出
‘
死
亡

， 
h 

及
び
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
た

〉
」
き
己
。

O
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
を
受

け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
ま
た

は
受
け
な
く
な
っ
た
と
き
。

O
市
内
で
住
所
を
変
更
し
た
り
、

氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
。

O
世
帯
主
が
変
わ
っ
た
と
き
。

(
注
)
健
康
保
険
な
ど
を
や
め
た

と
き
な
ど
届
け
出
が
お
く
れ
る

と
、
や
め
た
時
点
に
さ
か
の
ぼ

り
保
険
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
.

二
、
受
診
の
と
き
は
必
ず
被
保
険

者
証
を
持
参
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
の
給
付
は
次
の

よ
う
な
場
合
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

O
病
気
や
け
が
の
と
き

治
療
を
受
け
る
と
き
は
必
ず
被
保

険
者
証
を
病
院
の
窓
口
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
提
出
す

れ
ば
医
療
費
の
う
ち
七
割
を
国
民

健
康
保
険
で
も
ち
ま
す
の
で
あ
と

の
ゴ
一
割
を
病
院
の
窓
口
で
支
払
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

豚
コ
レ
ラ
発
生

佐
賀
県
鹿
島
市

七
月
二
十
二
日
佐
賀
県
鹿
島
市
に

豚
コ
レ
ラ
が
発
生
し
ま
し
た
.
当

分
の
聞
は
次
の
事
項
を
守
っ
て
豚

コ
レ
ラ
が
侵
入
し
な
い
よ
う
に
防

疫
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

一
、
移
入
禁
止
区
域
佐
賀
県
鹿

島
市

" 

ニ、

禁
止
の
期
間

七
月
二
十
二

日
か
ら
当
分
の
間

三
、
禁
止
の
対
象

豚
お
よ
び
豚

コ
レ
ラ
の
病
原
体
を
ひ
ろ
げ
る

お
そ
れ
の
あ
る
物
品

四
、
自
分
の
豚
舎
に
部
外
者
の
立

入
り
を
禁
止
す
る
.

五
、
予
防
注
射
を
励
行
す
る
。

六、

豚
舎
及
び
環
境
の
消
毒
を
実

施
す
る
@

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
c

マ
寿
古
郷
九
電
社
宅
の
光
本
国
光

さ
ん
は
亡
母
モ
ト
さ
ん
の
マ
中

諏
訪
町
の
小
山
誠
さ
ん
は
亡
妻
ツ

サ
さ
ん
の
マ
旭
町
ア
パ
ー
ト
の

中
嶋
一
夫
さ
ん
は
三
女
妙
子
さ
ん

の
そ
れ
ぞ
れ
忌
明
に
あ
た
り
社
会

福
祉
事
業
費
に
と
寄
付
さ
れ
ま
し

た
。
マ
大
村
部
隊
芳
五
陸
曹
特

科
隊
の
み
な
さ
ん
は
隊
員
の
端
数

金
貯
金
を
マ
一
ノ
郷
四
六
六
の

四
の
元
田
勝
さ
ん
は
長
女
薫
さ
ん

の
出
産
祝
の
意
味
で
マ
池
田
十

区
の
西
野
竹

一
さ
ん
は
庖
舗
改
装

記
念
と
し
て

マ
並
松
郷
三
九
八

の
佐
々
木
圭
子
さ
ん
は
拾
得
物
の

お
礼
金
を
そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
事

業
費
へ

と
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

マ
乾
馬
場
郷
七
七
九
の
本
竹
良
子

さ
ん
は
民
踊
指
導
の
謝
礼
金
を
大

村
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

へ
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

〆4

』員一

市
内
本
町
学
習
研
究
社
家
庭
事

業
部
教
育
図
書
セ
ン
タ
ー
大
村
書

庖

(居
主
田
道
五
九
十
氏
)
か
ら

保
育
所
児
童
用
と
し
て
、

次
の
と

お
り
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
.

積
木
三
組
、
砂
遊
び
道
具

一
組

p

や
め
よ
う

犬
の
放
し
飼
い
グ

一
犬
の
放
し
飼
い
は
依
然
と
し
て

へ
り
ま
せ
ん
.
犬
に
か
ま
れ
た
人

農
作
物
や
家
畜
な
ど
の
被
害
届
け

が
た
く
さ
ん
出
て
い
ま
す
。
放
し

飼
い
の
犬
は
捕
獲
し
ま
す
の
で
、

飼
い
主
の
方
は
次
の
事
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

ω自
分
の
占
有
地
以
外
で
の
犬
の

放
し
飼
い
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

、つノ。間
犬
を
連
れ
出
す
時
は
子
供
に
ま

か
せ
な
い
こ
と
。
人
を
か
む
恐
れ

の
あ
る
犬
は
必
ず
口
輪
を
か
け
る

こ
と
。
ω昼
間
は
も
ち
ろ
ん
と
く
に
夜
間

の
放
し
飼
い
は
絶
対
に
し
な
い
こ

と
。
的
不
用
犬
の
回
収
日
は
毎
月
十
四

日
で
す
。
(
日
曜
日
で
も
行
な
い

ま
す
)

間
不
用
犬
回
収
箱
は
市
役
所
の
ほ

か
次
の
と
こ
ろ
を
除
い
た
出
張
所

に
置
い
て
お
り
ま
す
。

三
浦
出
張
所
、
福
重
出
張
所

1こ

、


